
学
期

月 体育科指導 個別指導 日常活動
学校行事
（校外行事）

4 遠足

運動会

新体力テスト

プール開き

7

8

9 走る運動 （市内陸上記録会）

10 ボール運動

11 鉄棒

12 ボール運動

1 走る運動

2 ボール運動

3
体つくり運動
表現運動

体力つくり
学級活動
外遊び奨励

体力つくり
学級活動
外遊び奨励

陸上指導

持続する力を高めよう

ルールを守って運動しよう

工夫して運動しよう

自分の体に合った運動をしよう

体力つくり
学級活動
外遊び奨励

（しっかり泳ごう）

①　体育科指導の特性を生かした体力つくり
　・　児童の体力の実態把握（新体力テストの実施と分析）
　　と課題克服のための重点的な取組
　・　年間を通した持久走となわとび運動の実施
　　（走力・筋持久力・敏捷性の強化）
　・　授業内容の工夫と改善（体力つくり運動の研修）
　・　学年体育の充実（集団活動）
②　少人数（グループ学習）での協力
　・　学習活動の工夫（通年）
③　日常的な生活の中での体力つくり
　・　学級活動の充実
　・　休憩時間の外遊びの奨励，学級遊びの実施
　・　家庭での体力づくりの奨励
④　学校行事の中での体力つくり
　・　体育的行事の充実（遠足，運動会，水泳記録会など）
⑤　その他
　・　夏休み水泳指導および市内水泳記録会への参加
　・　陸上競技指導および陸上大会・記録会への参加

水泳

マット運動
跳び箱

1

体つくり運動
表現運動
走る運動

水泳指導

水に慣れよう　泳ぐ距離を伸ばそう

令和８年度　　体　力　つ　く　り　全　体　計　画

体力つくり推進目標

運動の楽しさや喜びを体得させながら，生涯
を通じて健康で安全な生活を営むことができる
素地を養う。

大規模校の特色を生かした体力つくり

・ 体育科の授業において，サーキットトレーニングの「走
る運動」を取り入れ，腕振りもも上げや大また走りなどを通
して走力および巧緻性の向上を図る。
・全校で体力づくり運動や走る運動は継続して体育の運動
に取り入れながら「シャトルラン」に取り組む。

目　　　標

体力つくり重点指導

3

積極的に運動をしよう

体調に気をつけて運動しよう

楽しく体を動かそう

自分の体力を知ろう
運動会をがんばろう

2

6

みんなで楽しく運動しよう

自分ができる技を増やそう

5

・ 関係法規
・ 時代や社会の要請
・ 中央教育審議会答申
・ 新学習指導要領
・ 県，市の教育目標及

高い志をもち 夢の実現に向けて 自分ら
しく 他者とともに社会を創る 児童の育成

＜児童＞

・ 新体力テストにおいて握力が課題

となっている。

・ 休憩時間に体育館を学年開放し

たり，異学年交流での取組をしたりす

ることで，夏季冬季悪天候でも楽しく

体を動かして遊ぶことができている。

＜保護者＞

・ 学力に比べ体力への関心が低い。

・ 基本的生活習慣の確立が十分で
はない。

指導の根拠 学校教育目標 学校の実態

○ 学習のめあてと振
り返り
○ 考えを練り合う場
の設定
○ 特別活動
・ 学級活動の充実

○ 新体力テストの結
果および分析を保護
者に伝え，体力向上
の重要性と家庭の協
力についての共通理
解を図る。
○ 地域等の優れた人
材を体育科指導やク

ラブ活動等に積極的
に活用する。

家庭・地域等との連携

他の教科等との関連

食 育
・ 望ましい食習慣を身に付ける。
・ 健康と食生活の関わりを理解

し，健康を考えた食べ方ができ
る。

・ 自然の恵みや，自分たちの食生
活を支える人たちへの感謝の気
持ちをもつことができる。

生活習慣
・ 基本的生活習慣の確立につい

ての保護者啓発

・ 就寝（起床）時刻，朝食，遊び
（運動）についての指導


